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石川県立音楽堂 邦楽ホール

石川県立音楽堂には、クラシック音楽専用のコンサートホールのほかに、日本の

音楽専用の邦楽ホールがあります。客席は 720席。専用のホールではきれいな響

きで日本の音楽を味わうことができますので、ぜひいろいろな舞台に足を運んで

みてください。

花道 はなみち
舞台から客席を通っている道

を「花道」といいます。役者

の特別な出入りに使います。

松羽目まつばめ
通常、能舞台の奥には松が描かれた「鏡板」があります。

邦楽ホールでは能・狂言を基にした歌舞伎公演などのと

きに、これをまねた「松羽目」を特別に設置します。

スッポン
花道の舞台に近い場所には、

舞台の下から役者を急に登場

させる「スッポン」という装置

が付いています。

T920‐ 0856
石川県金沢市昭和町 20番 1号

(JR金沢駅兼六園口)

8076‐ 232-8111

音楽堂チケットボックス

(石川県立音楽堂 lF)

● 076‐ 232‐ 8632

迫 せり
舞台の一部を切り抜い

て、役者や演出の道具

を上げたり下げたりする

装置です。

廻 り 舞 台 まわ りぶ た い

舞台の中央の床を円形に切っ

て、その部分を床下から動かし

て回転するようにした装置です。

歌舞伎で考案されました。

発行  (公財)い しかわ県民文化振興基金

[事務局]石川県県民文化局文化振興課

〒 920‐ 8580 石川県金沢市鞍月1l TEL:076225‐1372

監修・執筆 ‐徳丸吉彦 (お茶の水女子大学名誉教授、音楽学者) 監修・ (公財)石川県音楽文化振興事業団

編集・制作 .(株 )ス プートニク、(株 )ひ とま舎  デザイン 磯辺加代子  印刷  (株 )邦友

楽器写真提供 ‐浜松市楽器博物館 (ク レジット明記のない写真すべて)、 音福、三味線みかど、

(株 )宮本

'p之

助商店、(株 )ヤ マハミュージックジャパン 平成 29年 2月 発行
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そ
く

ワ

」

が

一（「′』
邦楽の世界ヘ

奈良・東大寺の梵鐘
撮影 :小 塩さとみ

長
い
間
受
け
継
が
れ
て
き
た

日
本
の
伝
統
音
楽

こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
邦
楽
と
は
、

日
本
で
生
ま
れ
た
声
の
音
楽
や
、
日

本
で
生
ま
れ
た
楽
器
と
外
国
か
ら
日

本
に
入

っ
て
長
い
問
使
わ
れ
て
き
た

楽
器
を
使
う
音
楽
を
指
し
ま
す
。

日
本
列
島
に
住
む
人
々
は
非
常
に

古
い
時
代
か
ら
音
楽
を
も

っ
て
い
ま

し
た
。
日
本
で
つ
く
ら
れ
た
フ
エ
や

コ
ト
、
あ
る
い
は
ほ
ら
貝
な
ど
も
、

現
在
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
楽
器
で
す
。

仏
教
が
中
国
と
朝
鮮
半
島
か
ら
伝

え
ら
れ
る
と
、
経
典
に
旋
律
を
付
け

て
歌
う
声
明
も
伝
え
ら
れ
、
声
を
使

う
ほ
か
の
音
楽
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
寺
院
が

つ
く
ら
れ
る
と

大
き
な
鐘

（梵
鐘
）
が

つ
く
ら
れ
、

鐘
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う
そ
の

響
き
は
遠
く
ま
で
き

こ
え
ま
し
た
。

鐘
は
最
も
古

い
楽
器
と

い
え
る
で

し
よ
つヽ
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
楽
器
や
合

奏
曲
が
外
国
か
ら
入
り
、
そ
れ
が
日

本
で
は
雅
楽
と
し
て
古
代
よ
り
演
奏

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
特

別
な
舞
台
で
演
じ
る
能

。
狂
書ミ

人

形
を
使

っ
た
芝
居

（文
楽
な
ど
）
、
役

者
に
よ
る
芝
居

（歌
舞
伎
）
が
生
ま

れ
ま
し
た
。　
一
方
、
小
さ
な
ス
ペ
ー

ス
で
演
奏
さ
れ
る
室
内
楽
と
し
て
、

琵
琶
を
弾
き
な
が
ら
語
る
平
家
、
筆

を
中
心
に
し
た
竿
曲
、
尺
八
の
音
楽

が
次
々
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

２０
世
紀

に
入
る
と
、
こ
う
し
た
伝
統
が
西
洋

音
楽
の
影
響
を
受
け
て
、
新
し
い
合

奏

の
か
た
ち
も
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
は
地
域
の
民
謡
や
芸
能
と
と

も
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

石川県観光 PR
マスコットキャラクター

「ひゃくまんさん」も

解説のお手伝いをするよ♪

白山市の文弥人形浄瑠璃
写真提供 :自 山市教育委員会
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石川県立能楽堂での演能



ひゃくまんさん

金箔や輪島塗、加

賀友禅など、石川

県が誇る伝統工芸・

文化をぎゅっと詰め

込んだデザインの

キャラクター。県の

広告塔として、全身

で石川の魅力を PR

しています。

うこそ、
がく

よ
い
邦

ここでは日本で生まれた音楽を時代ごとにご紹介 しま

す。それぞれの音楽はバラバラにあるのではなく、互い

に影響し、関連しながら発展してきました。

古ft(11世紀ごろまで)

雅楽(4ページ)と仏教音楽の声明(6ページ)が生まれました。

雅楽には日本古来の歌、外来の舞楽と管弦があります。声明

と雅楽は古代からいっしよに演奏されてきました。

中 世 (11世 紀から16世紀前半)

平家 (7ページ)。 盲僧琵琶そして能 。狂言 (能楽)(8ページ)

が生まれました。平家は雅楽と声明から影響を受け、能は平

家から影響を受けました。

近 世壁(16世 紀後半から19世紀末)

竿曲が生まれました。また、この時代に三味線が日本の本

土に入り、それが地歌という室内楽で、また文楽 (10ページ)

と歌舞伎 (11ページ)という劇場音楽で中心の楽器になりま

した。文楽と歌舞伎は能 。狂言から影響を受けました。

胡弓もこの時代に生まれ、筆 。三弦 (地歌三味線)。 胡弓

による三曲 (12ページ)という合奏を生みました。盲僧琵琶

からは薩摩琵琶が生まれました。この時代に生まれた民俗芸

能や民謡 (14ページ)が多くあります。尺八が宗教音楽の演

奏に使われました。

近代 。現代 (19世紀末から現在)

盲僧琵琶から筑前琵琶が生まれました。尺八が宗教音楽と

してだけでなく三曲に加わりました。昔からの楽器に新しい

音楽 (15ページ)を加え、また、楽器の組み合わせを新しく

する試みが続いています。

現代では、近世生まれの音楽とともに、古代や中世に生ま

れた音楽、さらに西洋音楽も新しい音楽をつくるために使わ

れています。

楽の世界ヘ

雅楽

声明

平家

能楽

文楽

歌舞伎

三曲

民俗芸能と

民謡

3

新しい邦楽
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日
本
古
来
の
音
楽
と
大
陸
の
音
楽
が
融
合

雅
楽
票
‘

ゆ
う
こ
う

雅
楽
と
は
古
代
に
生
ま
れ
た
、
複
数

の
楽
器
に
よ
る
合
奏
の
音
楽
で
す
。
こ

れ
は
日
本
が
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
取
り
入

れ
た
も
の
で
、
も
と
も
と
は
た
く
さ
ん

の
種
類
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
く
２

つ
に
分
か
れ
ま
す
。

１
つ
は
中
国
か
ら
来
た
音
楽
を
中
心

に
し
た

「唐
楽
」
で
す
。
演
奏
方
法
は

２

つ
あ
り
、
舞
を
伴
う
舞
楽
と
、
合
奏

だ
け
の
管
弦
で
す
。
ど
ち
ら
も
、
リ
ズ

ム
を
決
め
る
の
は
輯
鼓

・
鉦
鼓

。
太
鼓

で
す
。
輯
鼓
は
小
型
の
太
鼓
で
、
そ
の

両
面
を
檸
（打
楽
器
を
た
た
く
棒
）
で
打

ち
、
鉦
鼓
は
皮
製
の
鼓
で
は
な
く
、
皿

の
形
を
し
た
金
属
を
吊
る
し
て
打

つ
も

の
で
す
。
太
鼓
は
両
面
の
太
鼓
で
す
が
、

片
面
を
２
本
の
檸
で
打

っ
て
、
リ
ズ
ム

に
大
き
な
区
切
り
を
付
け
ま
す
。
旋
律

を
演
奏
す
る
管
楽
器
は
、
笙

・
竜
笛

・

事
業
で
す
。
管
弦
の
場
合
は
、
こ
れ
ら

に
楽
琵
琶
と
楽
筆
が
加
わ
り
、
旋
律
に

区
切
り
を
付
け
ま
す
。

も
う
１
つ
は
朝
鮮
半
島
の
国
々
か
ら

入

っ
た
音
楽

で

「高
一麗
楽
」
と
よ
ば
れ

ま
す
。
管
弦
は
な
く
、
舞
楽
と
し
て
だ

け
演
奏
さ
れ
ま
す
。
輯
鼓
の
か
わ
り
に

右
手
の
標
だ
け
で
打

つ
三
の
鼓
が
、
竜

笛
の
か
わ
り
に
高
い
音
の
出
る
壺

麗
笛

が
使
わ
れ
ま
す
。
事
業
は
あ
り
ま
す
が
、

笙
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
。

雅
楽
の
魅
力
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器

に
よ
る
同
じ
よ
う
で
少
し
ず

つ
ち
が
う

旋
律
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
色
を
も

っ
て

重
な
る
響
き
に
あ
り
ま
す
。

4
言



雅楽で使われるおもな楽器

笙
口で吹くオルガンです。17本の竹管が器に差し込まれ

ています。そのうち15本の管には音を出すための薄片

(リ ード)が付いていて、管の穴を′ζ、さいで息を吹きこ

んだり吸ったりすると、音が出ます。同時に 5本や 6

本を鳴らして和音を演奏することができます。

竜笛
唐楽で使われる横笛で、管に息を吹

き込んで鳴らします。 7つ の指孔を

使って音の高さを決めます。

代表的な曲はコレ !

らんりょうおう

唐楽舞楽《蘭陵王》
え てんらく

唐楽管弦《越天楽》
な そ り

5

纂築
オーボエのような 2枚の薄片

をバ、るわせて(ダブル・リード)

鳴らす楽器です。息の使いか

たでなめらかに音を動かすこ

とができます。小さい楽器で

すが、大きな音を出します。
高麗楽舞楽《納曾利》

楽琵琶
楽器を水平に抱えて小型の撥 (弦をはじく道

具)で演奏します。4本の弦には柱が付いて

います。そのため、調弦を決めると、

柱によって定まった音の高さを出

すことができます。むかしは独

奏にも使われましたが、いまは

唐楽の管弦で使われます。

晰

跛
蝙
薇
瑕



仏
教
の
儀
式
で
使
わ
れ
た

ご
Ｆ

の
音
楽

二〓口ｒｎｎＨＨ】「Ｆしよ・つみよ一つ】

生まれた言葉

な
い
音
楽
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派

が
大
切
に
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
声
明
は
、
後
に
生
ま
れ
た
平

家
、
能
楽
、
義
太
夫
節
、
民
謡
な
ど
に

受
け
継
が
れ
て
い
て
、
声
明
が
日
本
の
　
　
　
　
‘

声
楽
の
源
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

声
明
は
仏
教
の
声
楽
を
指
し
ま
す
。

仏
教
は
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
宗
教
で
、

西
域

（中
国
の
西
方
の
地
域
Ｙ

中
国

・

朝
鮮
半
島
を
通

っ
て
日
本
に
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
音
楽
も
、
仏
教
の
教

え

（経
典
）
と
と
も
に
日
本
に
伝
え
ら

れ
、
７
５
２
年
に
開
か
れ
た
東
大
寺
の

大
仏
の
た
め
の
儀
礼
で
は
大
勢
の
僧

侶
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
声
明

は
現
在
も
寺
院
で
の
儀
礼
に
欠
か
せ

邦楽から

打ち合わせ

雅楽のリズムを決める 3つの打楽器をちょう

どよく合わせることをいいます。そこから、打

楽器の合奏、2つ以上の曲を同時に演奏するこ

とを指すようになり、さらに、・準備のための話

し合いを指すようになりました。

ノリ

能のリズムの種類を指しました力ヽ そこから

リズム感を指すようになり、歌舞伎や文楽では

言葉を三味線のリズムに合わせるしかたも指し

ます。動詞としてのノルは一般にテンポを速め

ることを指します。

あんばい

雅楽の楽器事業で、指使いを同じにしたま

ま、息とリードの使いかたを変えて音を微妙に

上げ下げすることを塩梅といいます。それが「あ

んばい」と読まれるようになり、ものごとの程

度を指すようになりました。

ろれつがまわらない

雅楽で使う音の高さの決めかたや音の動か

しかたを律呂、あるいは呂律とよびます。それ

がなまってロレツと発音され、声の出しかたも

指すようになりまし
・
た。そこから、はっきりし

ない声をろれつがまわらない、といいます。

6

写真提供 :特 定非営利活動法人 SAMGHA
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び
　
わ
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い

け

も
の
が
た
り

琵
琶
を
弾
き
な
が
ら

「平
家
物
語
」
を
語
る

⑨
平
家
【へЁ

平
家

（平
曲
と
も
よ
ば
れ
ま
す
）
と
は
、
源
氏
と
平
家
の
戦
い
を
扱
っ
た

『平

家
物
語
』
を
琵
琶
に
よ
っ
て
語
る
音
楽
で
す
。
使
用
さ
れ
る
琵
琶
は
洋
ナ
シ
形
の

胴
に
悼
を
付
け
た
弦
楽
器
で
、
西
ア
ジ
ア
で
生
ま
れ
た
も
の
が
中
国
に
伝
わ
り
い

ろ
い
ろ
な
形
の
も
の
が
生
ま
れ
、
日
本
に
入
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
楽
琵
琶
、
平

演奏 :菊央雄司 (き くおう ゆうじ)

写真提供 :浜 松市楽器博物館

家
琵
琶
、
盲
僧
琵
琶
、
薩
摩

琵
琶
、
筑
前
琵
琶
な
ど
、
大

き
さ
、
弦
や
柱
の
数
、
柱
の

高
さ
な
ど
が
ち
が
う
楽
器

と
音
楽
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

楽
琵
琶
か
ら
平
家
琵
琶

が

つ
く
ら
れ
、
平
家
琵
琶
か

ら
九
州
の
盲
僧
琵
琶
が
、
盲

僧
琵
琶
か
ら
薩
摩
琵
琶
と

筑
前
琵
琶
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

代表的な曲はコレ!

平家《那須与一》

薩摩琵琶《城山》

筑前琵琶《湖水渡》

いろいろな琵琶

薩摩琵琶

でつくられたよく響 く琵琶で、

柱と柱の間で弦を押さ

えて多くの音を

出すことがで

九州の筑前(福 岡県)

に生まれた楽器です。

楽の影響を受け、柔

博多で明治時代

三味線音 Jヽ

平家琵琶
楽琵琶よりも小型で、弦は 4本、柱が 5つあ

ります。柱の上ではなく脇を押さえます。撥も

楽琵琶よりも大きく先が開いています。

筑前琵琶
勇壮な音楽のために藤摩 (鹿児島県)

7

平家で使われる楽器

きます。

らかな響 きと

語りかたが

特徴です。

掏



将
軍
や
大
名
も
愛
し
た
演
劇

⑨
能
楽
【の一二

能
楽
は
能
と
狂
言
を
指
し
ま
す
。
能

は
歌
や
舞
を
中
心
と
す
る
劇
で
、
セ
リ

フ
や
会
話
、
歌
と
い
っ
た
声
を
使
う
部

分
が
す
べ
て
謡
と
よ
ば
れ
ま
す
。　
一
方

の
狂
言
は
セ
リ
フ
を
中
心
と
す
る
劇
で

す
が
、
そ
の
セ
リ
フ
が
音
楽
に
な

っ
て

い
て
、
そ
こ
で
演
じ
ら
れ
る
歌
や
舞
も

重
要
で
す
。
ど
れ
に
も
独
特
の
動
き
か

た
が
あ
り
、
音
の
抑
揚
も
種
類
に
よ

っ

て
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

物
語
の
主
人
公
を
演
じ
る
の
が
シ
テ

で
、
多
く
の
場
合
は
顔
に
面
を
付
け
て

演
じ
ま
す
。
舞
台
の
横
に
二
列
に
座

っ

て
謡
を
担
当
す
る
の
が
地
謡
で
、
筋
を

運
ぶ

（
ス
ト
ー
リ
ー
を
進
め
る
）
役
割

を
も

っ
て
い
ま
す
。
謡
と
舞
の
伴
奏
を

す
る
の
が
囃
子
で
、
能
管

（
笛
）
、
小

鼓
、
大
鼓
、
太
鼓

の
４

つ
の
楽
器
が
、

原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

一
人
で
演
奏
さ

れ
ま
す
。
囃
子
は
劇
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
で
の
舞
を
伴
奏
す
る
だ
け
で
な
く
、

人
物
の
登
場
の
音
楽
を
演
奏
す
る
な
ど
、

劇
の
段
落
を
示
す
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

能
楽
を
演
じ
る
シ
テ
方
、
そ
の
相
手

を
演
じ
る
ワ
キ
方
、
狂
言
方
、
さ
ら
に

囃
子
の
楽
器
そ
れ
ぞ
れ
が
流
儀
に
よ

っ

て
分
か
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
シ
テ

方
に
は
観
世
、
宝
生
、
金
春
、
金
剛
、

喜
多
の
五
流
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
謡
い

か
た
や
舞
い
か
た
が
あ
り
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
将
軍
や
大
名
た
ち
が
特
定
の

流
儀
を
保
護
し
ま
し
た
。

8
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能楽を観るならここ!

石川県立能楽堂

石川県立能楽堂は、石川県の能

楽文化を保存し、伝えていくた

めに、1972年、全国初の独立

した公立能楽堂として開館しまし

た。能舞台は、1932年 に建て

られた金沢能楽堂の本舞台が移

築され、歴史を感じることがで

きます。

T920‐ 0935

石川県金沢市石引 4‐ 18-3

8076‐ 264‐ 2598

能楽で使われる楽器

能管
7つの指孔をもつ横笛です。種類のちがう竹を組み

合わせ、漆を使って丹念に仕上げます。音程を正

確に出すよりも、息を使ったリズム楽器としての役

加賀伝統の能

か が ほうしょう

加賀宝生
江戸時代の大名は能を習い、ま

た能を保護しました。加賀藩の

能は金春流でしたが、17世紀中

ごろから18世紀にかけての藩主

前田綱紀はそれを宝生流にあら

ため、武士だけでなく町人にも

習わせました。コ9世紀中ごろに

は加賀での宝生流がさらに盛ん

になり、加賀宝生の名前でよば

れました。藩がなくなった明治維

新後も、人々の努力でこの伝統

が保たれて、1950年 に金沢市

の無形文化財に指定され、いま

でも子どもを含め多くの人々に受

け継がれています。

割が大切です。

砂時計のような形をした胴

の両側 に、馬の皮を調べ

緒 (ひ も)で結びつける楽器です。右肩にのせて

右手で打ちます。革の打つ場所と調べ緒の締めか

たによって、4種の響きを区別します。

大鼓
小鼓と同じような形の

楽器ですが、左の腰

に置いて右手で打ちま

す。革を熱で乾燥させ

て使います。強い音と

弱い音の区別が大切です。小鼓と同

じように掛け声もリズムを示します。

太鼓
床に置いて檸で打つ楽器です。檸の

振り下ろしかたや革の響か

せかたで出す音が区別 ′

されます。掛け声もリ

ズムをつくります。能

で太鼓が使われるの

は、登場人物が神や

鬼などの場合です。

代表的な演目はコレ!

能《覇表》 能《要増》 狂言《栞躍わ
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し
ゃ

み

せ
ん
　
　
に
ん
ぎ
ょ
う
つ
か

語
り

・
三
味
線

ｏ
人
形
遣
い
が
生
み
出
す
世
界

⑨
文
楽
【ぶん２

人
間
の
役
者
で
は
な
く
、
人
形
を
動
か
す
こ
と
で
劇
を
つ
く
る
の
が
人
形
芝
居

で
す
。
こ
れ
に
語
り
と
三
味
線
に
よ
る
音
楽

「浄
瑠
璃
」
が
結
び

つ
き
、
人
形
浄

瑠
璃
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
文
楽
は
人
形
浄

瑠
璃
の
代
名
詞
と
な
り
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
文

楽
は
、
士戸
を
出
す
人

（太
夫
）
、
三
味
線
弾
き
、
人
形
遣
い
の
３
つ
の
専
門
家
に
よ
っ

て
上
演
さ
れ
ま
す
。
現
在
で
は
、
主

な
人
形
の
「
つ
１
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
３

人
の
人
形
遣
い
の
共
同
作
業
で
動
か

さ
れ
ま
す
。
人
形
は
声
を
出
し
ま
せ

ん
の
で
、
太
夫
は
子
ど
も
か
ら
老
人

ま
で
の
人
形
の
セ
リ
フ
を
語
り
、
ま

た
、
物
語

の
筋
を
語
り
ま
す
。
三
味

線
弾
き
は
語
り
を
助
け
る
だ
け
で
な

く
、
楽
器
だ
け
の
演
奏
で
劇
を
進
行

さ
せ
ま
す
。́

白山市に伝わる文弥人形浄瑠璃『源氏鳥帽子折』。

江戸時代にできた文弥節という三味線音楽を太夫

と三味線弾きが演奏し、一人が一体の人形を遣い

ます。 写真提供 :自 山市教育委員会

三味線

文楽で使われる音楽が義太夫節です。

太夫の語りと三味線の組み合わせ

で演奏されます。義太夫節の三

味線は、太い糸 (弦 )、 重い

駒、重い撥が特徴で、その

三味線は悼も太いので太

悼ともよばれま魂

代表的な演日はコレ !

仮名手本忠臣蔵

廿 三間堂棟由来

三
味
線
に
つ
い
て

‐７
世
紀
か
ら
現
在
ま
で
日
本
で
よ
く

使
わ
れ

て
い
る
楽
器
が

三
味
線

で

す
。
胴
に
長
い
悼
が
付
い
た
楽
器
で

す
。
弦
は
３
本
で
す
が
、
柱
が
な
い

の
で
た
く
さ
ん
の
音
高

釜
日
の
高
さ
）

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
使
う
目

的
に
合
わ
せ
て
響
き
の
ち
が
う
三
味

線
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

駒

撥

写真提供 :

三味線みかど (撥 )

10
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ぶ

よ
う

芝
居
と
舞
踊
に
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
登
場

⑨
歌
舞
伎
【かＥ

全国子供歌舞伎フェスティパル in」 松ヽ

安宅の関 (小松市)を舞台にした歌舞伎『勧進帳』を子どもたちだけで上演します。

写真提供 :小松市

歌
舞
伎
は
役
者
が
舞
台
で
芝
居
と
舞
踊
を

演
じ
る
も
の
で
、
三
味
線
を
中
心
と
し
た
音
楽

が
必
要
で
す
。
音
楽
は
舞
台
で
演
奏
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
舞
台
の
横
に
置
か
れ
る
黒
御
簾
と

い
う
場
所
で
も
演
奏
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
は

三
味
線

。
唄
だ
け
で
な
く
、
大
太
鼓
、
木
製
や

金
属
製
の
楽
器
な
ど
多
く
の
種
類
の
楽
器
が

場
面
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
演
奏
さ
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
で
よ
く
使
わ
れ
る
の
が
長
唄
で
、
唄
と

三
味
線
を
大
勢
で
演
奏
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

語
り
物
と
よ
ば
れ
る
義
太
夫
節
、
常
磐
津
節
、

清
元
節
な
ど
の
三
味
線
音
楽
も
使
わ
れ
ま
す
。

能
楽
の
囃
子
と
同
じ
楽
器

（小
鼓

。
大
鼓

・
太

鼓
・笛
）
を
三
味
線
と
い
っ
し
ょ
に
演
奏
し
て
、

全
体
を
華
や
か
に
し
ま
す
。

大太鼓など
大太鼓は雨、雪、波

の音などを表すため

に使われます。木製

の本頭やツケ木は鋭

い響きで、芝居の開

始やクライマックスを

示します。

木頭

代表的な演目はコレ!

かんじんちょう    さぎむすめ    えち こ じ し

勧進帳  鷺娘  越後獅子

長唄の三味線は綱い糸、軽い駒、軽い撥

で明るい音を出します。細悼ともよばれま

す。常磐津節と清元節の三味線は、これよ

りも太い糸で落ち着いた響きを出します。

写真提供 :欄 ヤマハ ミュージックジャバン(三 味線 )、 音福 (撥 )

歌舞伎で使われるおもな楽器

大太鼓

４
３

４
１

写真提供 :欄宮本卯之助商店

一

三味線



争
ｒ
三
味
線

・
胡
弓
↑
尺
八
）
に
よ
る
音
楽

そ
つ
２
と
）

し
ゃ

み

せ
ん

こ
き
２
つ

し

ゃ
く
は

ち

【さ
ん
き
よ
く
】劇

場
で
の
音
楽
と
は
別
に
、
室
内
楽
の

伝
統
も
あ
り
ま
す
。
座
敷
の
よ
う
な
場
で

繊
細
な
響
き
を
き
く
音
楽
で
、
竿
曲
と
、

等

・
三
味
線

。
胡
弓
に
よ
る
合
奏
が
代
表

で
す
。
竿
曲
は
竿
と
歌
の
音
楽
で
、
弾
き

な
が
ら
歌
い
ま
す
。
等
は
１３
本
の
弦
の
下

に
柱
を
立
て
て
調
弦

（調
律
）
し
ま
す
。

調
弦
は
湖
舞
す
る
曲
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
　
　
昴押
ハ

す
。
等
と
合
わ
せ
る
の
は
地じ妻
と
い
う
三
　
　
焼全
エ

味
線
音
楽
で
、
落
ち
着
い
た
響
き
を
も
ち
　
　
　
ゃ．

・

ま
す
。
胡
弓
は
弓
で
弦
を
こ
す
る
日
本
で

唯

一
の
楽
器
で
す
。
禅
宗
の
楽
器
だ

っ
た

尺
八
も
、
明
治
維
新
か
ら
筆
や
三
味
線
と

の
合
奏
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
、

こ
れ
ら
の
楽
器
を
使
う
音
楽
が
三
曲
と
よ
　
　
　
　
‘

ば
れ
ま
す
。

し子麟囃す素

素囃子とは、籠築の囃子が独立した形式で演奏することを指します

力ヽ
.金

沢素囃子は歌舞伎囃子をもとに三味線、唄を加えたもので、舞台

の上で華やかな演奏をきかせてくれます。その格調高さや華麗さ、技の確

かさは全国でもトップクラスといわれ、金沢怜の無形文化財に指定されています。

ほとんどの場合、舞台上のひな壇の上段に三味線、唄、下段に囃子

鼓)が並んで演奏します。

写真提供 :新 日鉄住金文化財団 (紀尾井ホール )
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右手の親指、人差し指、中指にはめ

た爪で弦を弾きますカミ 爪の形は流派

によってちがいます。調弦にない音は、

左手で弦を押さえてつくります。

三曲で使われる楽器

胡弓
三味線を小型にした楽器で、中

国の胡弓とは関係ありません。

楽器を立てて弓で弦をゆるやか

にすります。小さな音ですが、音

が続くのが特徴です。三弦と四

弦のものがあります。     1

代表的な曲はコレ !

《六 段 の 調 》停 ・三弦・胡弓・尺八の独奏や合奏)

さんきょくがつそう  しょうちくばい

三曲合奏 《松竹梅》

増
写真提供 :音 福 (撥 )

尺八
竹の縦笛で、日本の長さの単位で一尺八寸 (約 55cm)なので縮めて尺

八とよびました。実際にはそれよりも短いものも長いものも使われますが、

指孔が表に4つ、裏に1つある点は共通です。息を吹き込む角度をあごの

上げ下げで変え、また指孔の開けかたを変えることで、音の高さを変える

ことができて、半音よりも狭い音程もつくることができます。明治時代以降、

尺八は筆と二味線とともに新しい音楽づくりに使われています。

地歌三味線
筆と合わせる地歌の三味線は三弦ともよ

ばれ、重い駒と大きな撥を使い、左手を

樟の上ですべらせる小さな音も大切な響き

です。三弦の弾き歌いや、二重奏で演奏

されます。

13
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ち

い
き

歌
い
継
が
れ
て
き
た
地
域
の
芸
能

⑨
民
俗
芸
能
と

儡
餞
π
√
笙

民
俗
芸
能
は
地
域
の
人
々
が
自
ら
演
じ
る
芸
能
で
す
。

石
川
県
に
も
た
く
さ
ん
の
民
俗
芸
能
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
田
の
神
を
家
で
も
て
な
す
奥
能
登
の

「あ
え

の
こ
と
」
、
人
形
を
ま
わ
す
尾
回
の

「
で
く
ま
わ
し
」
、

七
尾
の
青
柏
祭
の

「曳
山
行
事
」
な
ど
は
、
国
か
ら
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
毎
年
行

っ
て
、
後
継
者
を
育
て
る
た
め
に

は
、
地
域
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

石
川
県
で
は
た
く
さ
ん
の
民
謡
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、
他
の
地
域
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
大
切
な
は
た
ら
き
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
謡
は
生
ま
れ
た
地
域
を
こ
え

て
広
く
歌
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

石川県のおもな民謡や伝統芸能

仕事をしながら歌う民謡で

はなく、山中温泉に来る客に

座敷できかせるための歌で

した。1928年 にレコードに

録音されたときから、ゆっく

り歌うようになったものです。

民謡「まだら」
九州から伝えられた歌のよ

うですが、石川県の七尾や

輪島のものがよく知られてい

ます。祝いの場で、めでた

い歌詞にたくさんの音をつけ

て、ゆっくり荘重に歌います。

青 柏 祭 の「曳 山 行 義

「でか山」といわれる高さ¬2

メートル、重さ 30ト ンもあ

る大きな 3台 の山車を、各

町内から木遣りや曳き出し歌

という民謡を歌って動かし、

大地主神社に奉納しま丸

石
川
県
で
は
も

っ
と
身
近

に
邦
楽
に
ふ
れ
て
も
ら
う

た
め
に
、
子
ど
も
や
初
心

者
向
け
の
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
伝
統
芸
能
ラ
ン
ド

さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
芸
能
を
気
軽
に
体
験

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

一柱
電
幣

み験
訥
溶

〓】
，７

ら
，
）

‥
　
　
　

　
　

４

小
鼓
、
一二
味
線
、
狂
言
、
落
語
、
竿
、
笛
、
　

　

　

１

琵
琶
、
日
本
舞
踊
な
ど

【
時
期

・
場
所
】
８
月
上
旬
、
石
川
県

立
音
楽
堂
交
流
ホ
ー
ル

（公
財
）
石
川
県
音
楽
文
化
振
興
事
業
団

●
０
７
６
１
２
３
２
１
８
１
「
「

い
し
か
わ
子
ど
も

邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

小
学
生
か
ら
高
校
生
に
よ
る
長
唄
、
三

味
線
、
筆
、
囃
子

（小
鼓
、
大
鼓
、
大

鼓
）
な
ど
の
邦
楽
器
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で



い

ど

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
に
挑
み
続
け
る

⑨
新
し
い
邦
楽
電
ｉ
ほ・つビ

日
本
の
伝
統
音
楽
で
は
、
昔
か
ら
つ
ね
に
新

し
い
音
楽
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
時

代
以
後
、
多
く
の
外
国
音
楽
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
そ
れ
が
き

っ
か
け
に
な

っ
て
、
伝

統
音
楽
の
中
に
よ
り
多
く
の
変
化
が
生
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
邦
楽
器
だ
け
の
大
き
な
合

奏
や
西
洋
の
形
式
で
あ
る
協
奏
曲

（
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
）
、
変
奏
曲
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２０
世
紀
後
半
か
ら
は
さ
ら
に
新
し
い
試
み
が

盛
ん
に
な
り
、
西
洋
の
管
弦
楽
と
邦
楽
器
の
組

み
合
わ
せ
や
雅
楽
の
管
弦
が
、
現
代
的
な
響
き

を
演
奏
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

作
品
は
古
典
の
作
品
と
と
も
に
演
奏
さ
れ
、
楽

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
変
化
も
楽
し

み
で
す
。

す
。
「合
奏
は
楽
し
い
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

「苦
で
も
、
楽
し
く
、
鋼
意し、
詐
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
本
格
的
な
レ
ベ
ル
の
高
い

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
目
指
し
て
活
動
。
年

に
数
回
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
発
表
会
に
出

演
し
、
練
習

（月
２
回
程
度
）
の
成
果

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

（公
財
）
石
川
県
音
楽
文
化
振
興
事
業
団
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【文
化
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
】
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轟量
=國

言

中

国の「教育の情報化プロジェクト」の一環としてつくられた

サイトです。日本のあらゆる伝統芸能について、かわいいイ

ラストや動画なども使ってわかりやすく紹介されています。

http:〃 www2.ntijaC・gojP/dglib/
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